
沖
縄
本
島
で
は
一
六
八
九
年
に
御
系
図
奉
行
が
置
か
れ
、
家
譜
の
編
集
が
行
わ
れ
た
。
八
重
山
の
家
譜
編
集
は
、
役
人
の
申
請
に
よ
っ
て

一
七
二
九
年
に
許
可
さ
れ
た
の
で
、
蔵
元
に
系
図
座
を
創
設
し
、
役
人
を
置
き
在
番
の
認
印
を
得
て
、
蔵
元
と
各
家
に
一
冊
ず
つ
保
管
さ
れ

た
。家

譜
は
一
般
に
系
図
に
相
当
し
、
役
人
層
で
あ
る
士
族
の
み
に
許
可
さ
れ
た
も
の
で
、
士
族
と
百
姓
を
明
確
に
分
け
る
身
分
制
の
確
立
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
士
族
の
こ
と
を
系
持
ち
（
ユ
カ
ル
ピ
ト
ウ
）、
百
姓
を
無
系
（
ブ
ザ
ー
）
と
も
言
っ
た
。
各
家
の
系
図
の
巻
頭
に
は
大

宗
以
来
の
系
統
が
図
表
さ
れ
、
大
宗
か
ら
何
世
云
々
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

本
文
に
は
「
何
世
長
の
名
乗
名
」、
童
名
、
号
、
排
行
、
生
卒
年
月
日
、
歳
、
行
毎
に
、
父
、
母
、
童
名
、
子
供
達
の
名
前
及
び
娘
に
は

生
母
と
生
年
月
日
、
嫁
ぎ
先
名
、
当
人
の
結
髪
名
（
仁
也
名
）、
王
代
毎
に
、
叙
位
、
勲
功
そ
の
他
士
官
模
様
な
ど
が
克
明
に
年
号
順
に
記

録
さ
れ
て
い
る
。

Ⅵ
　
仁
也
名
に
つ
い
て

男
子
で
十
才
か
ら
十
六
才
ま
で
に
な
る
と
、
大
人
に
な
っ
た
こ
と
を
表
す
た
め
に
元
服
祝
と
い
っ
て
、
幼
少
の
時
の
丸
結
び
の
マ
ー
ユ
イ

の
髪
型
か
ら
カ
タ
カ
シ
ラ
の
結
い
に
改
め
る
。

カ
タ
カ
シ
ラ
の
こ
と
を
カ
タ
ン
チ
ョ
ビ
と
称
し
、
元
服
祝
を
カ
タ
カ
サ
ヌ
ヨ
イ
と
い
う
。
髪
を
結
ぶ
立
会
人
を
烏
帽
子
親
（
ユ
ブ
シ
ウ
ヤ
）

と
言
い
、
主
と
し
て
、
父
、
祖
父
、
母
の
父
等
の
親
戚
や
立
身
出
世
し
た
知
人
、
琉
球
王
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
在
番
に
依
頼
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
家
庭
円
満
で
大
成
し
偉
く
な
る
よ
う
に
と
、
思
い
を
こ
め
て
髪
を
結
ん
で
も
ら
う
儀
式
で
あ
る
。
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